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３ 要  旨 

（１）粗水切り期間は主に色沢が乾燥ハウス内環境に影響を受け、黄褐変期間では熟度、色沢、組 
織が影響を受ける。粗水切り期間の管理法は平均温度を下げ、適温頻度率を上げ、適湿頻度率を下げる。黄褐変
期間は温度変異を大きくし、適温頻度率及び適湿頻度率を下げる。 
（２）黄褐変期の温度乖離度とＡタイプ千分比とは正の相関が高く、７０％以下の湿度乖離度で、Ａ 
タイプ千分比の分散が大きく、７０％以下の湿度管理が課題である。 
（３）中骨乾固期の温度乖離度とＡタイプ千分比は正の相関が高いが、乖離度値が０～４゜Cと小さいこ 
とから温度管理の影響は小さいと考えられる。湿度乖離度とは負の相関が高かったことから湿度乖離度を小さく
し、湿度変異(変異係数)を小さくすることによりＡタイプ千分比が向上すると考えられる。 
（４）品質は、①簡易乾燥装置では熟度、色沢、組織が慣行乾燥より劣るため、Ａタイプ千分比が低下す 
る。②幹干しでの密吊り(４５本/ｍ2)乾燥では、熟度が慣行吊り(３２本/ｍ2)より劣るが、色沢、組織、葉肉で
は差が無く、連干し(中葉４回葉)では密吊り(２５４枚/ｍ2)と慣行吊り(１２７枚/ｍ2)との差は小さかった。こ
のことから、幹干し及び連干しともｍ2当たりの吊り込み数を限界までとしても品質の低下は小さいと考えられ
る。
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